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１．対人価値を希薄化させたコロナショック
（１）女性の就業減は男性の2倍以上
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（２）女性の就業環境の急激な悪化が生じた背景

①非接触化の進展によるサービス関連産業や卸小

売業の雇用者数減少で、女性比率が高い職場が減っ
た。

②不況により、相対的に女性の多い非正規労働者の
雇用機会が減少した。

③オンライン化・ＥＣ化の進展による運輸・郵便業や

情報通信業の雇用者数の増加により、男性比率が高
い職場が増えた。
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２．女性雇用が激減した背景
（１）女性就業率が高い接触ビジネスの需要喪失
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（２）高い非正規雇用比率
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３．減り続ける卸小売業の雇用
（１）ネット通販の拡大
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（２）サブスクの進展
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４．男性の職場が増えた背景
～非接触（デジタル）化の進展～
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５．求められる女性雇用創出
（１）参考になるリーマン後の雇用対策（内閣府）
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（２）中小企業・小規模事業者における取組事例

• 打撃を受けている観光・飲食業界の従事者を期間
限定のアルバイトとして、警備業者が受入。

• 同業界の従事者に限って時給を通常より200円増
の1350円に設定し、定員50名で来年３月末まで募

集しており、元の仕事が回復すれば無条件で戻れ
る制度に。

• 既にホテルなどから要請有り。【九州】

（出所）2020年版中小企業白書・小規模企業白書～
新型コロナウイルス関連部分～


